
Ａ. 研究目的

スモン患者は平均年齢 80 歳を超え､ 下痢などの消

化器症状や下肢の感覚障害､ 歩行障害､ 視覚障害など

の症状から日常生活動作が低下している｡ 新型コロナ

ウイルス感染症が拡大し､ 感染予防のために外出など

の日常生活が制限され､ 支障が生じているであろう｡

また､ 感染予防として､ 新型コロナウイルス感染症の

ワクチン接種が開始され､ スモン患者はこれまでの経

験から薬に対する恐怖や不安を持っている可能性が推

察される｡ 本研究は､ 新型コロナウイルス感染症の拡
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研究要旨

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い､ 大阪府域におけるスモン患者の療養生活と感染

予防に関する実態を明らかすることを目的にアンケート調査を実施した｡ 特定疾患医療費助

成制度を受給しているスモン患者 88 名のうち､ 調査協力の同意を得たスモン患者 52 名へ無

記名式アンケートを郵送した｡ 回答者は 41 名､ 回収率 78.8％､ 有効回答者 (適切な同意が

得られなかった回答者は除外した) 31 名､ 有効回答率 75.6％であった｡ 有効回答者は､ スモ

ン患者本人が 17 名 (55％)､ 子 11 名 (35％)､ 配偶者 3 名 (10％) であった｡ スモン患者の

平均年齢は 82.5 歳｡ 新型コロナウイルス感染症に感染した者あるいは濃厚接触者に認定され

た者はいなかった｡ 予防接種を実施した者は 27 名 (87％)｡ 接種前は､ 接種に前向きな回答

が得られ､ 接種後､ 概ね安心感が得られていた｡ アレルギー体質や副反応の不安から接種し

ていない者が 4 名おり､ 今後も接種予定はなかった｡ 困りごととして､ 感染予防のための外

出制限やヘルパー不足により買い物が不自由になっていること､ 施設入所している患者の家

族は､ 面会や外出制限があることなどを挙げていた｡

スモン患者の新型コロナワクチン接種率は､ 全国 65 歳以上の接種率と概ね同じ割合であっ

た｡ 現在 (2022 年 2 月時点)､ 3 回目のワクチン接種が開始されている｡ さらに､ スモン患

者のワクチンの接種状況､ 接種後の状況を詳細に調査し､ 情報を提供する必要がある｡ また､

困りごとへの支援を保健所と連携しながら検討する必要がある｡



大に伴い､ 大阪府域におけるスモン患者の療養生活と

感染予防に関する実態を明らかすることを目的に実施

した｡

Ｂ. 研究方法

大阪府在住で特定疾患医療費助成制度を受給してい

るスモン患者 88 名のうち､ 大阪府健康医療部保健医

療室地域保健課疾病対策・援護グループより調査協力

の同意を得たスモン患者 52 名へ無記名式アンケート

を郵送した｡ 調査期間は､ 2021 年 10 月から 2021 年 12

月 31 日までとした｡ 調査項目は､ ｢基本属性｣､ ｢新型

コロナウイルス感染症の感染状況｣､ ｢新型コロナウイ

ルス感染症のワクチン接種状況等｣､ ｢新型コロナウイ

ルス感染症のワクチン接種に関する思いや感染予防､

日常生活で困ること｣ などであった｡

(倫理面への配慮)

本研究は､ 大阪急性期・総合医療センター臨床医学

倫理審査委員会の承認を得て実施した｡

Ｃ. 研究結果

回答者 41 名､ 回収率 78.8％､ 有効回答者 (適切な

同意が得られなかった回答者は除外した) 31 名､ 有

効回答率 75.6％であった｡ 有効回答者は､ スモン患者

本人が 17 名 (55％)､ 子 11 名 (35％)､ 配偶者 3 名

(10％) であった｡ スモン患者の平均年齢は 82.5 歳｡

生活状況は､ 在宅療養者が 24 名 (78％)､ 入院中が 1

名 (3％)､ 介護施設に入所中が 6 名 (19％) であった｡

家族構成は､ 7 名 (23％) が独居､ 配偶者と 2 人暮ら

しが 11 名 (35％)､ 配偶者以外の家族と同居している

者が 8 名 (26％)､ その他は 5 名 (16％) であった｡

新型コロナウイルス感染症に感染した者あるいは濃

厚接触者に認定された者はいなかった｡ 新型コロナウ

イルス感染症のワクチンを接種した者は 27 名 (87％)

で､ 13 名がかかりつけ医療機関､ 8 名が市/集団接種､

6 名が入所中の介護施設などで接種していた｡ 1 回目

の接種時期は､ 4 月から 7 月に接種し､ 5 月から 8 月

の間に 2 回目の接種を終えていた｡ 副反応は､ ｢注射

部位の痛み｣ が一番多く､ 次いで､ ｢微熱｣､ ｢発熱｣､

｢倦怠感｣､ ｢注射部位の腫脹｣ などの症状 (図 1) が

あった｡

接種前の思い (表 1) は､ ｢少し不安｣､ ｢受ける前

は少し怖かったがコロナにまけたくない思いで受けた｣､

｢り患した場合､ 周囲への迷惑を考えると気が重かっ

た｣ など､ ワクチン接種に対する不安や感染に対する

不安があった｡ 一方､ ｢早く接種したい｣ という前向

きな思いを回答しているスモン患者がいた｡ 接種後は､

｢安心した｣ と記載している者が多かった｡ 未接種者

4 名は､ ｢アレルギー体質｣ や ｢副反応の不安｣ など

から､ 接種せず､ 今後も接種予定はなかった (表 2)｡

日常生活の困りごととして (表 3)､ ｢外出制限によ

る運動機能の低下｣ や､ 施設入所者の場合､ ｢施設入

所しているスモン患者に会えない｣ と面会を制限され

る辛さを記載している者､ ｢デイサービスを利用でき

ない｣､ ｢買い物ができるヘルパーがいない｣ など､ 利

用できない福祉サービスについて回答があった｡ 未接

種者は､ ｢陰性証明を無料で簡単に取れるよう希望す

る｣､ ｢接種証明がなければ利用できないところが生じ
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図 1 新型コロナウイルス感染症のワクチン接種後の副反応

表 1 新型コロナウイルス感染症のワクチン接種前後の思い



たら困る｣ と今後､ 制限されるかもしれない外出時の

生活について記載していた｡

Ｄ. 考察

全国 65 歳以上の新型コロナウイルス感染症の 2 回

目のワクチン接種率は 88.95％ (2021 年 8 月 31 日時点)

で､ スモン患者の接種率 (本研究結果) と概ね同じ割

合であり､ 副反応についても概ね同様の症状であった｡

新型コロナウイルス感染症のワクチンを接種したスモ

ン患者は安心感が得られていた｡ 今回の調査ではワク

チンに関する薬品会社名や副反応が出現した日数など

アンケート項目に含まれていなかったため､ ワクチン

の種類による副反応の違いは明らかにできなかった｡

日常生活の困りごとは先行研究と同様に､ 外出制限

による運動機能の低下､ ヘルパーやデイサービスの利

用が出来ず､ 買い物に不自由するなど､ 日常生活に支

障をきたしていた｡ 独居か高齢夫婦での 2 人暮らしを

しているスモン患者が 50％以上を占めていることか

ら､ 早急に保健所と連携しながら､ 相談ができる体制

を見直し､ 支援を検討する必要がある｡

現在､ 新型コロナウイルス感染が拡大し､ 3 回目の

ワクチン接種が勧められている｡ 3 回目のワクチン接

種状況や感染予防を考慮した日常生活への支障につい

てさらなる調査が必要であろう｡ また､ 高齢化したス

モン患者への情報提供のあり方について検討する必要

がある｡

Ｅ. 結論

スモン患者へ新型コロナウイルス感染症に対する 3

回目のワクチン接種を踏まえ､ さらに詳細にワクチン

の接種状況や思いなどを調査する必要がある｡ また､

行政・保健所と連携を図りながら､ 相談体制などを見

直し､ 情報提供のあり方や支援方法を検討する｡
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表 2 新型コロナウイルス感染症のワクチン未接種者の接種し
ない理由

表 3 日常生活の困りごと


